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近年、携帯電話、無線LAN、衛星通信やIoT（Internet of Things）に代表されるセンサネットワークや

次世代移動通信の6GにおけるNTN（Non-Terrestrial Network）を構築するドローンネットワークや衛

星通信等、多種多様な無線アクセスネットワークがそれぞれの特長を活かしたサービスを世界中に

展開しています。その一方で、これら無線アクセスネットワークの発展とともに伝送媒体である有限の

電波資源が枯渇する問題に我々は直面しており、無線アクセスネットワークの伝送速度の高速・広帯

域化や新しい無線アクセスネットワークの導入が困難な状況となっています。

当研究室ではこの問題を解決すべく、複数の無線アクセスネットワークが電波の同時利用（周波数

共用）を実現して、人類の共有財産である電波の有効利用を図る無線アクセスネットワーク技術の確

立を目指しています。
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電波の有効利用を図るため、周波数共用（信号スペクトラムのオーバーラップ）時における電波の衝

突（電波干渉）で生じる伝送品質の劣化を改善する技術（干渉補償技術）の研究を行っています。研究

の進め方としては、ディジタル信号処理を活用したプログラミングにより新たな方式を構築し、計算機

シミュレーションによる特性評価を行います。テーマによっては、実験回路を構築してのハードウェア実

験や、測定機器によるフィールド実験等を実施しています。

移動通信（携帯電話、WiFi)、衛星通信、GPS、 車々間通信、IoTやドローン制御といった、あらゆる電

波を利用する無線アクセスネットワークに適用し、電波の有効利用に貢献します。
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